
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
る
職
國
武
士
の
胸
釈
簿
（
下
）

或
る
…
戦
國
武
士
の
自
叙
∴
傳

（
下
）

第
鷲
一
帯

1
玉
木
吉
保
の
身
自
鏡
の
研
究
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
戦
■
愛
の
滋
藤
零
し
て
績

　
高
松
の
城
攻
に
つ
い
て
の
本
書
の
記
事
は
多
少
の
誇
張

が
あ
る
。
秀
吉
が
大
き
な
堤
防
を
築
い
て
水
攻
に
し
た
の

は
言
ふ
迄
も
な
い
事
實
で
あ
る
が
、
敵
味
方
共
謀
十
萬
飴

騎
で
饗
陣
し
、
隔
夜
合
戦
止
む
時
な
か
っ
た
ご
い
ふ
の
は

斥
候
戦
に
し
て
は
大
袈
裟
過
ぎ
る
。
「
朋
筑
陣
切
崩
サ
レ
ソ

コ
ト
日
案
ノ
面
目
ナ
レ
義
ハ
、
味
＋
刀
ノ
瀧
衣
｛
黒
脚
ノ
輩
笠
ハ
、
朋
醗
汎
へ

密
通
ノ
由
風
聞
重
鎖
隣
在
ケ
レ
ハ
、
　
一
戦
二
不
得
勝
利
ハ

一
陣
破
テ
心
算
不
全
ト
云
ヘ
ハ
ト
テ
互
八
難
ミ
合
テ
御
座

有
ヶ
ル
」
ご
あ
る
潜
思
の
、
毛
利
側
㌃
内
通
者
が
あ
る
こ

い
ふ
隙
の
高
か
っ
た
こ
ご
も
事
實
で
、
毛
利
が
最
後
の
総

攻
撃
の
鈍
っ
た
一
つ
の
理
由
ご
導
爆
さ
れ
て
居
た
。
主
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

浦

一
〇
　
（
…
二
〇
四
）

周
　
　
行

陶
係
の
割
合
に
薄
躬
な
今
時
に
あ
っ
て
は
味
方
同
志
相
疑

う
て
不
安
の
念
に
う
た
れ
勝
で
、
毛
利
の
爲
め
に
忠
誠
無

二
の
清
水
宗
治
で
さ
へ
、
初
は
主
人
の
隆
景
に
念
を
お
さ

れ
人
質
奪
取
ら
れ
て
居
る
。
そ
こ
に
敵
の
誘
惑
や
異
聞
の

入
る
除
地
も
あ
っ
淀
。
秀
吉
が
備
中
一
國
を
餌
に
宗
治
を

釣
ら
う
ご
し
た
の
も
そ
れ
を
裏
書
し
て
居
る
。

　
去
年
鳥
取
を
取
ら
れ
、
勝
論
高
松
が
危
い
ざ
見
た
毛
利

は
危
急
存
亡
の
秋
ビ
、
碁
立
は
精
鏡
を
悉
く
し
て
岩
崎
に

陣
取
り
、
輝
ユ
兀
も
輔
猿
手
脚
に
本
螢
を
…
進
め
だ
か
ら
、
秀
士
ロ
も

京
都
に
慮
援
を
求
め
て
、
信
長
古
身
出
馬
す
る
こ
ご
、
な

っ
た
。
ご
は
い
へ
毛
利
の
援
兵
は
時
機
既
に
蓬
れ
て
高
松

は
水
中
に
没
し
て
居
た
。
秀
吉
が
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雨
川
の
ひ
ビ
つ
に
成
て
二
言
れ
ば
毛
利
高
松
も
、
く

　
　
つ
に
そ
な
る
（
秀
吉
事
記
）

と
の
一
首
の
狂
歌
を
以
て
味
方
の
士
氣
を
敬
歯
し
た
め
も

此
頃
の
事
で
あ
っ
た
Q

　
著
者
が
熱
時
秀
吉
の
陣
中
に
怨
び
入
っ
て
敵
厭
を
偵
察

し
た
記
事
は
彼
我
の
勝
敗
を
ト
す
る
に
屈
寛
の
資
料
で
あ
、

る
。有

時
敵
陣
へ
忽
入
・
7
見
ヶ
ル
エ
、
秀
吉
ノ
陣
ハ
　
段
高

所
二
山
陣
ナ
カ
ラ
高
棟
ア
マ
タ
作
並
へ
、
論
罪
下
中
二
五

重
ノ
殿
主
ヲ
揚
ヶ
惣
陣
ヲ
只
一
目
語
見
渡
ス
楼
二
作
タ

又
、
陣
取
ノ
標
ハ
魚
鱗
鶴
翼
私
署
、
雲
鳥
ノ
陣
ノ
構
ヘ

ト
ソ
見
ヘ
タ
リ
、
サ
テ
古
語
松
ノ
蹴
貝
ロ
ヲ
n
兄
ラ
ァ
レ
ハ
、

北
東
ハ
山
也
、
西
南
ノ
方
物
井
堤
ノ
廣
サ
十
間
許
、
高
サ

十
二
三
間
二
築
上
、
此
方
ヨ
リ
寄
ソ
ス
川
方
ニ
ハ
塀
ヲ

塗
、
簑
子
ヲ
語
聾
思
懸
ッ
・
二
殿
主
ヲ
ア
ケ
、
其
中
間

ニ
ハ
行
燈
ヲ
一
望
二
一
充
ト
ホ
シ
、
内
謁
ハ
聖
書
ノ
兵

共
透
間
無
居
タ
リ
ケ
リ
、
又
城
ノ
方
ニ
川
水
福
々
影
干

　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
戦
㈱
武
士
の
自
叙
徳
（
下
）

　
へ
大
海
ノ
如
ナ
γ
二
、
舟
ヲ
数
百
艘
浮
へ
、
是
ニ
モ
殿
，

　
山
土
ヲ
組
、
大
肋
同
小
筒
打
，
嵐
受
寄
ル
時
ハ
貝
佛
端
喰
ヲ
繭
鴨
シ

惣
陣
蒔
・
警
作
責
載
、
稽
良
久
愛
彼
二
煎
麦
シ

　
若
モ
ァ
ヤ
シ
メ
ラ
レ
プ
悪
フ
ナ
シ
ト
思
ヒ
、
虎
ノ
尾
踏

　
鰐
ノ
ロ
ヲ
遁
レ
煮
出
　
ケ
ル
、
ナ
レ
並
ハ
後
ノ
胎
脚
シ
ト
磁
心
ヒ

　
立
タ
ル
ノ
ホ
リ
三
本
引
タ
ク
ソ
取
テ
謀
り
、
明
ル
日
子

　
々
二
持
廻
り
、
種
…
々
冊
冗
雪
ロ
シ
ケ
レ
ハ
敵
小
女
カ
ラ
ヌ
事
二

．
ハ
云
ケ
ル
轟
〕
、

美
事
に
喰
止
め
ら
れ
た
毛
利
の
援
兵
は
鳥
取
の
場
合
ビ
同

じ
く
城
兵
を
見
殺
に
す
る
の
外
な
か
っ
た
。
「
朋
筑
陣
切
崩

テ
レ
ソ
コ
ト
ハ
案
ノ
内
」
な
ざ
負
望
み
に
も
程
が
あ
る
。

斯
一
く
て
爾
…
軍
の
聞
に
謙
附
和
の
談
判
が
開
か
れ
る
ご
、
志
ハ
月
〃

一
日
の
本
能
寺
の
国
語
が
突
如
こ
し
て
先
づ
秀
吉
の
蛙
鼻

の
陣
螢
に
傳
つ
た
。
問
題
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
Q

　
是
時
の
秀
吉
の
態
度
に
關
す
る
史
料
は
、
彼
れ
が
此
事

麺
を
毛
利
に
秘
し
て
和
議
の
成
立
を
急
い
だ
こ
い
ふ
説
ご

有
の
儘
に
打
明
け
て
敵
の
諒
解
を
求
め
だ
こ
い
ふ
説
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
一
，
（
三
〇
五
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
職
國
武
士
の
自
叙
簿
（
下
）

二
つ
に
分
れ
る
が
、
著
渚
は
京
都
の
年
報
を
秀
吉
が
一
臼

早
く
受
取
っ
て
安
國
至
悪
瑳
ご
秘
密
に
交
渉
を
潅
げ
た
こ

い
つ
て
次
の
如
く
書
い
て
居
る
。

　
然
レ
ハ
朋
筑
ヨ
リ
安
國
寺
ヲ
秘
二
呼
グ
、
秀
吉
被
仰
ヶ

　
ル
ハ
、
我
中
隊
ヲ
取
ラ
ン
ト
思
ヒ
ッ
ル
謀
事
ヲ
見
脈
ン

　
ト
テ
映
甲
方
ノ
衆
ノ
蓮
一
極
ヲ
投
出
　
ヅ
レ
ケ
ル
、
此
蓮
鋼
ヨ

洩
タ
ル
人
ハ
五
入
上
中
不
過
ヶ
り
、
是
ヲ
見
テ
、
安
國

　
寺
肝
ヲ
消
ツ
膝
節
ヲ
良
心
テ
レ
ヶ
ル
、
其
時
筑
前
守
云

　
ハ
レ
ケ
ル
ハ
、
語
義
暴
行
日
本
ニ
ナ
シ
ト
思
ヒ
ッ
ル
ニ

　
毛
利
殿
御
若
鳥
不
レ
淺
故
二
、
信
長
既
二
果
給
フ
、
去
ハ

　
今
ハ
御
三
家
ト
和
睦
シ
テ
天
下
二
上
ツ
、
明
知
ヲ
果
而

　
信
長
ノ
恩
二
報
セ
ン
ト
思
フ
、
被
若
御
同
心
ヨ
ト
紳
文

　
ヲ
…
以
テ
捨
旦
イ
ケ
ル
、
若
又
盛
崩
御
…
分
別
ハ
只
今
黒
戸
鼎
族
ヲ

　
向
ナ
ラ
バ
此
蓮
割
ノ
衆
其
方
ノ
内
ヨ
ソ
破
ジ
事
一
丁

　
レ
可
レ
廻
レ
踵
チ
ソ
被
繍
目
ケ
ル
、
此
▼
時
安
圃
閏
寺
只
一
往
ノ
返

事
ニ
テ
和
書
二
成
タ
ル
也
ト
ソ
承
及
ク
候
、
加
檬
ノ
御

　
武
略
ヲ
ハ
不
’
郷
、
．
不
省
一
ノ
者
丑
ハ
ノ
云
ケ
ル
ハ
森
厳
　
切
崩

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
一
二
　
　
（
一
二
〇
山
ハ
4

　
ン
ス
ル
蚕
棚
子
細
有
間
敷
二
、
其
上
北
登
ソ
ケ
ル
朋
筑

　
ヲ
追
打
ニ
セ
ソ
事
ハ
太
刀
刀
モ
不
入
フ
ミ
ツ
ブ
サ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ラ

　
ル
．
ニ
ナ
ト
・
ロ
キ
タ
ナ
ク
串
ケ
ル
ハ
上
恐
シ
キ
心
土
ハ
三

幅
記
事
は
著
者
が
傳
聞
の
ま
、
を
筆
に
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
必
ず
し
も
正
確
な
り
ご
の
豫
断
は
慈
童
粂
ね
る
。
旧

誼
寺
葱
顔
の
彼
我
の
間
に
斡
旋
し
た
こ
ご
は
他
の
記
録
ε

も
一
致
す
る
。
彼
れ
は
天
正
元
年
の
冬
、
毛
利
の
使
笛
ご

し
て
上
洛
し
た
時
、
信
長
の
旨
を
承
け
て
秀
吉
ご
堺
に
同

道
し
諸
共
に
義
昭
を
諌
め
た
事
が
あ
っ
て
、
秀
吉
ご
は
藤

吉
郎
時
代
か
ら
の
蕾
識
で
め
っ
た
。
今
こ
そ
敵
味
方
に
分

れ
元
れ
出
家
の
身
の
事
情
を
淵
め
て
互
に
膝
を
交
へ
て
胸

襟
を
吐
露
す
る
に
不
思
議
は
な
い
Q
毛
利
側
で
秀
吉
に
内

通
し
て
居
る
数
多
き
諸
士
の
蓮
割
状
を
投
出
し
た
り
、
さ

て
は
主
君
の
一
大
事
迄
さ
ら
け
出
し
て
、
脅
し
つ
賑
し
つ

一
筋
縄
で
は
行
け
さ
う
に
な
い
老
単
な
る
安
清
寺
を
燗
に

ま
く
あ
た
b
、
遺
に
豪
懐
放
謄
な
秀
吉
な
ら
で
は
見
ら
れ
．

ぬ
放
れ
業
…
ご
思
は
れ
諏
で
も
な
い
が
、
勝
事
は
さ
て
措
き



京
都
の
墾
事
を
打
明
か
し
た
一
事
丈
は
猫
ほ
研
究
の
鍛
地

が
あ
る
か
ご
思
は
れ
る
。
第
一
、
此
戦
秀
吉
側
に
＋
二
分

の
勝
味
が
あ
っ
元
。
講
和
成
立
の
希
望
が
焦
ら
す
ビ
も
自

然
に
階
落
の
日
の
待
た
れ
る
秀
吉
側
よ
り
も
、
百
計
響
き

て
宗
治
に
降
・
墾
を
勘
め
た
毛
利
側
に
一
難
切
で
あ
っ
だ
こ

ビ
言
ふ
迄
も
な
い
。
只
宗
治
に
腹
を
ば
切
ら
せ
て
城
兵
を

助
け
や
う
こ
の
鳥
取
の
開
城
同
一
の
條
件
を
課
せ
ら
れ
た

ば
か
り
に
純
忠
な
る
部
下
を
殺
す
に
怨
び
兼
ね
て
躊
躇
し

つ
、
あ
っ
た
に
渦
…
ぎ
ぬ
。
第
二
、
⊥
ハ
ロ
月
四
日
目
ホ
治
臆
書
士
山
從

七
人
は
途
に
敵
陣
に
赴
い
て
切
腹
し
た
。
其
時
の
槍
使
が

鳥
取
の
時
同
様
堀
尾
茂
助
其
人
で
あ
っ
だ
の
も
毛
利
に
封

し
て
皮
肉
で
あ
る
。
第
三
、
や
が
て
毛
利
は
新
に
其
國
境

を
定
め
ら
れ
、
領
土
を
割
き
人
質
を
致
す
の
條
件
に
同
意

し
た
。
第
四
、
秀
吉
が
高
松
の
陣
を
撤
し
淀
の
は
六
日
で
・

あ
っ
た
が
、
毛
利
側
は
隆
景
の
桂
、
岡
の
雨
人
に
宛
て
た

書
歌
に
も
、
竹
箆
H
に
早
く
も
幸
山
河
邊
導
引
返
し
π
こ

ご
が
見
え
て
、
、
「
秀
士
口
先
彿
毛
利
家
之
陣
、
心
閑
持
成
」
云

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
職
醐
武
士
の
自
叙
鯨
（
下
）

々
ざ
あ
る
秀
吉
事
記
の
記
事
を
裏
書
し
て
居
る
。
信
長
の

遭
難
を
知
っ
て
居
な
が
ら
、
斯
う
も
不
利
盆
な
條
件
に
屈
’

服
す
る
こ
ご
が
毛
利
に
望
ま
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
第
五
、

講
書
に
接
し
た
後
の
秀
吉
は
一
書
嚴
重
に
京
都
方
面
か
ら

敵
陣
へ
の
交
通
を
絶
つ
こ
ご
に
努
め
た
形
跡
が
あ
る
Q
第

六
、
彼
れ
の
書
斌
に
は
（
例
へ
ば
十
月
十
八
日
齋
藤
、
岡

本
の
爾
人
に
宛
て
た
も
の
、
如
き
）
明
ら
か
に
本
能
寺
の

墾
を
秘
し
て
和
を
講
じ
た
事
を
告
白
し
て
居
る
○
第
七
、

⊥
ハ
月
四
口
秀
吉
の
輝
元
、
元
蒜
、
隆
景
三
人
に
邊
つ
た
血
層

判
起
請
交
に
見
え
た
三
條
件
の
第
｝
に

．
一
書
レ
翠
公
儀
一
御
身
上
之
儀
我
等
請
取
申
墨
黒
柳
以
不

　
　
可
看
二
疎
略
一
事

ご
あ
る
の
も
こ
れ
を
異
し
て
居
る
。
第
八
、
前
記
六
日
附

の
隆
景
の
書
状
の
如
き
は
さ
も
信
長
父
子
の
墾
事
を
知
っ

て
居
た
か
の
や
う
に
見
え
る
け
れ
ざ
も
、
吉
川
廣
家
の
輝

元
に
逡
つ
た
慶
長
五
年
九
月
頃
書
状
の
一
笛
に

　
先
年
高
松
之
城
太
閤
機
御
報
之
刻
、
信
長
御
生
害
之
故
卜

　
　
　
　
　
笙
開
戦
　
　
一
三
　
　
（
三
〇
七
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
職
國
武
士
の
爵
叙
傳
（
下
）

　
當
方
御
豊
富
凝
固
仰
談
｝
御
陣
可
レ
被
二
打
入
一
之
折
節
、
從
瓢

　
紀
州
難
賀
一
信
長
不
慮
之
段
燧
二
申
越
候
、
下
た
申
様
ハ

　
此
等
手
を
返
、
矛
楯
二
及
位
者
、
天
下
期
時
二
可
レ
被
レ
任
二

　
御
存
分
二
｝
虚
を
、
隆
三
元
烹
御
分
別
淵
叢
輿
菰
被
レ
申

　
候
得
共
、
前
日
淋
文
旦
敢
替
前
馬
無
事
却
｝
聖
節
昼

　
之
段
、
太
閤
標
御
隠
被
レ
成
候
而
其
故
御
櫛
家
令
レ
今
如

　
レ
此
御
安
堵
全
段
隆
景
折
々
御
物
語
候
而
御
三
慢
之
一
二

　
候
、
定
而
各
も
可
レ
被
レ
二
二
聞
召
離
間
不
レ
及
レ
申
候
、

ε
あ
る
に
一
っ
て
も
、
毛
利
が
和
議
を
締
結
す
る
迄
は
京

都
の
事
墾
を
知
る
に
及
ぼ
な
か
っ
た
こ
ご
、
雑
賀
の
味
方

か
ら
情
報
を
得
て
破
約
論
の
沸
騰
し
た
の
は
其
の
成
立
を

告
げ
て
陣
螢
修
史
間
際
の
出
來
「
事
で
あ
っ
た
事
准
最
も
雄

辮
に
物
語
っ
て
屑
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、

い
き
り
立
つ
昼
下
を
取
り
鎮
め
た
隆
景
が
、
知
っ
た
風
を

装
う
て
居
た
の
は
辻
葎
が
合
は
ぬ
け
れ
こ
も
、
實
は
珍
し

く
も
な
い
戦
略
上
の
習
で
あ
っ
た
。
輝
元
が
編
弁
十
郎
兵

備
尉
に
鱈
つ
た
六
月
十
日
附
の
書
斌
に
「
”
此
表
之
儀
朋
柴

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
四
　
　
　
（
三
〇
八
）

平
価
懇
望
候
之
條
、
命
和
談
一
廉
、
殊
信
長
父
子
三
入
睨
智

以
レ
行
討
果
候
」
云
々
ご
し
ら
く
し
く
書
か
れ
て
居
る
の

も
亦
同
機
で
あ
る
、
）
き
は
ざ
い
ご
こ
ろ
で
敵
の
手
に
乗
せ

ら
れ
た
毛
利
側
こ
し
て
は
さ
う
ご
で
も
言
は
ね
ば
立
つ
瀬

が
な
か
っ
た
つ
そ
れ
に
し
て
は
和
議
締
結
後
に
其
取
消
を

望
ん
だ
動
機
は
何
ん
ご
説
明
す
る
積
だ
ら
う
．

　
．
是
迄
は
敵
味
方
双
方
の
史
料
を
樹
照
し
て
公
季
に
判
漸

し
ゃ
う
こ
す
る
史
家
の
略
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

私
は
こ
、
に
一
つ
の
新
し
い
見
解
こ
し
て
、
秀
吉
が
安
國

寺
に
丈
口
留
を
し
た
上
で
京
都
の
凶
礎
を
も
ら
し
た
も
の

こ
見
た
い
。
巧
み
に
秀
吉
に
買
牧
さ
れ
て
、
宗
治
の
切
腹

を
濁
断
で
取
計
っ
た
程
の
彼
れ
ご
し
て
は
一
歩
を
進
め
て

和
議
の
迅
速
成
立
の
膨
め
主
家
に
向
っ
て
此
一
大
事
の
秘

密
を
知
ら
諏
顔
に
取
り
濟
ま
す
位
は
何
ん
で
も
な
か
ら
う

や
が
て
山
崎
の
戦
後
毛
利
か
ら
秀
吉
の
成
功
を
祝
す
る
爲

め
に
京
都
に
涙
遣
さ
れ
た
彼
れ
が
在
國
の
同
僚
に
洪
｝
つ
た

書
状
の
…
節
に
、



　
一
撃
州
谷
機
御
分
別
ハ
於
碧
崎
陣
麩
仰
定
客
ハ
、
信

　
　
長
御
轡
ご
巾
鴨
付
候
而
こ
そ
被
レ
作
御
榊
交
に
て
候
、

　
　
今
壱
州
劉
｝
秀
吉
一
候
而
ハ
御
約
束
も
さ
ま
て
無
之
候
事
、

ご
見
え
る
の
は
元
春
隆
景
気
が
信
長
を
存
生
ご
見
て
和
約

を
結
ん
だ
こ
ご
に
は
な
ら
う
け
れ
こ
も
、
艶
言
寺
詣
が
其

死
を
知
っ
て
居
た
こ
し
て
一
向
差
支
は
な
い
筈
で
あ
る
、
、

太
閤
記
な
ご
に
秀
吉
が
京
都
の
麺
事
を
毛
利
に
告
げ
た
こ

す
る
の
は
此
岸
を
誤
り
傳
へ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
よ
り
後
の
安
國
寺
が
秀
吉
の
い
み
じ
き
信
任
を
蒙
り

青
衣
の
身
を
以
て
橿
機
に
蜜
書
t
て
居
っ
た
こ
ご
な
ざ
思

ひ
含
さ
れ
る
ふ
し
ぐ
が
な
い
で
も
な
い
。
斯
う
思
へ
ば

本
書
の
記
事
は
大
膿
に
當
を
得
た
も
の
で
、
「
此
時
墨
黒
寺

只
一
往
ノ
返
事
ニ
テ
和
李
二
成
タ
ル
也
ト
ソ
承
及
テ
候
」

こ
の
一
句
に
も
、
彼
れ
の
隠
れ
た
る
微
妙
の
苦
心
を
偲
ば

せ
る
」

　
閥
番
役
に
つ
い
て
、
著
者
は
秀
吉
の
他
界
か
ら
天
下
が

暗
闇
に
な
っ
て
諸
大
名
は
秀
頼
に
別
心
な
き
を
誓
ひ
な
が

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
　
　
或
ポ
戦
爾
武
士
の
自
叙
憾
（
下
）

ら
互
に
心
を
億
き
疑
を
成
し
つ
、
あ
っ
た
問
に
、
家
康
の

傍
若
無
人
の
振
舞
が
三
成
の
放
逐
、
上
杉
の
征
伐
ご
な
り

輝
輝
が
反
家
康
蕪
に
加
粗
し
て
廣
島
を
立
つ
た
こ
こ
か
ら

秀
頼
、
方
こ
も
見
え
す
家
康
銭
こ
も
っ
か
す
、
勝
つ
た
黒
し

墾
ら
ん
ご
只
管
形
勢
を
槻
望
し
つ
、
あ
っ
だ
諸
大
名
も
、

京
方
の
敗
北
に
決
し
て
か
ら
は
太
閤
多
年
の
恩
誼
を
も
忘

れ
、
家
康
方
に
輿
み
し
て
京
都
へ
攻
め
上
り
、
中
國
衆
も

敗
れ
て
大
阪
へ
引
き
退
き
、
輝
元
は
無
二
の
秀
頼
、
方
で
あ

っ
た
爲
に
雪
後
鷲
ハ
領
土
を
制
ら
れ
て
僅
に
防
長
鼻
許
を
輿

へ
ら
れ
た
こ
ご
な
ご
逐
一
共
経
過
を
叙
し
た
後
、
さ
も
カ

な
げ
に
「
是
モ
只
時
代
移
替
タ
ル
世
の
習
也
」
ご
あ
き
ら
め

の
筆
㌘
投
げ
て
居
る
Q

　
而
か
も
事
實
上
の
大
阪
方
の
統
帥
で
あ
っ
だ
輝
元
が
全

領
土
の
浸
験
を
免
れ
て
、
二
國
で
も
喰
止
め
得
た
の
は
主

ご
し
て
吉
川
廣
家
の
宗
家
に
封
ず
る
不
断
の
熱
烈
な
る
運

鋤
の
お
蔭
で
あ
っ
た
。
彼
れ
ぽ
初
か
ら
輝
元
が
大
阪
方
に
中

寄
せ
ら
れ
た
の
は
安
國
億
載
に
だ
ば
か
ら
れ
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
｝
五
　
（
三
〇
九
・



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
論
る
罪
証
武
士
の
趣
叙
傳
（
下
）

決
し
て
共
本
意
で
な
い
ご
い
ふ
事
を
極
力
辮
魅
し
て
家
康

の
諒
解
を
求
め
る
に
カ
め
つ
、
め
っ
た
が
、
家
康
が
岡
山

に
着
い
た
璽
、
安
國
寺
や
長
束
正
家
ご
共
に
南
宮
爵
に
陣

取
っ
て
居
た
贋
家
は
輝
元
は
勿
論
安
野
寺
を
も
出
し
抜
い

て
毛
利
の
家
老
編
原
神
里
ご
申
合
輝
元
の
和
議
（
實
は
降

伏
）
の
手
績
を
濟
ま
せ
た
の
で
あ
る
○
薙
に
哀
れ
を
ご
〉
め

た
の
は
安
宝
寺
で
、
そ
れ
ご
は
知
ら
す
、
頻
り
に
敵
ご
の
手

養
せ
を
焦
っ
た
が
、
廣
家
魚
町
の
爾
…
人
は
能
程
に
あ
し
ら

っ
て
手
出
し
を
さ
せ
ぬ
中
に
、
天
下
分
目
の
軍
さ
は
味
方

の
大
敗
北
に
絡
つ
た
の
で
あ
る
。
其
時
の
事
を
廣
家
の
書

状
に
「
長
大
（
長
束
大
藏
大
輔
の
賂
）
安
國
寺
は
人
数
で
だ

が
り
候
つ
れ
ざ
も
、
軍
人
面
白
お
か
し
く
串
候
て
、
母
数

・
出
候
は
で
敵
手
ふ
り
聞
合
申
候
庭
二
、
案
ノ
中
、
山
中
（

記
關
原
）
之
儀
．
即
時
被
二
乗
潤
声
悉
被
謡
打
果
一
候
」
云
々
ご
い
っ
て

居
る
。
多
智
多
謀
の
安
國
寺
を
「
面
白
お
か
し
く
」
翻
弄
し

セ
二
人
も
人
が
悪
い
が
、
高
松
の
和
議
に
主
家
を
出
し
抜

い
π
報
い
ざ
す
れ
ば
、
彼
れ
も
亦
諦
め
す
ぱ
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
器
皿
號
　
　
　
　
　
｝
山
側
　
（
三
『
0
）

そ
れ
に
つ
け
て
も
笑
止
千
萬
な
の
は
樂
観
か
ら
急
に
悲
槻
囁

に
落
ち
た
毛
利
の
主
從
で
あ
る
。
著
者
の
鶴
ら
ざ
る
告
白

は
邉
般
の
曲
折
を
窺
ふ
に
充
分
ご
思
ふ
か
ら
ゐ
少
し
く
長

・
い
が
原
文
の
儘
を
左
に

　
世
間
加
榛
二
可
一
　
成
行
一
事
ハ
不
レ
知
、
最
所
（
初
）
弓
矢
ノ
始

　
ヶ
川
時
ハ
、
秀
頼
、
…
檬
御
勝
有
ヘ
キ
事
ふ
眼
前
ナ
レ
ハ
京

　
方
シ
タ
ン
ケ
ル
大
名
ハ
彌
…
可
塩
預
二
御
恩
ニ
モ
一
、
一
驚
ハ
里
心
恢

　
ハ
天
下
ノ
御
守
護
二
可
レ
糞
壷
成
一
ト
上
下
万
民
思
ヒ
プ

　
洛
中
ノ
者
モ
諸
國
ノ
侍
モ
馳
走
・
奔
走
セ
ヅ
ル
車
馬
ナ
ヵ
．

　
ソ
ヶ
ソ
、
我
等
如
キ
数
ナ
ラ
ヌ
者
モ
入
二
可
レ
成
｝
思
ヒ

　
心
ノ
所
レ
及
馬
鞍
鎧
武
具
結
構
二
誘
へ
、
一
騎
當
千
ノ
手

　
柄
ヲ
可
霊
ト
思
ッ
テ
居
タ
ソ
、
馬
一
髪
毛
ノ
長
四
キ
除

　
り
有
テ
、
カ
ケ
ハ
や
道
二
及
フ
馬
ハ
ナ
シ
、
作
ノ
鞍
二

　
紋
ハ
金
ヲ
以
テ
藁
葺
間
方
二
岩
石
ヲ
入
タ
リ
、
…
轡
昔
明

　
珍
也
、
小
島
ノ
手
縄
ヲ
ヨ
リ
懸
ヶ
、
虎
皮
7
鞍
覆
、
宇

　
熊
障
泥
、
丑
紅
ノ
房
思
懸
、
金
地
ノ
鐙
也
、
具
足
ハ
例

　
シ
實
ヲ
糟
漆
二
塗
せ
、
胸
板
ニ
ハ
○
ノ
内
二
勝
ト
云
字



　
ヲ
如
何
ニ
モ
大
二
金
ニ
テ
入
、
草
摺
ヲ
ハ
黒
漆
ニ
ノ
、

　
紫
糸
ニ
テ
綴
シ
タ
ン
、
同
毛
ノ
袖
二
、
甲
ハ
左
折
ノ
烏

　
帽
子
二
鬼
面
ヲ
立
テ
、
シ
コ
・
ハ
五
枚
下
ソ
自
糸
ニ
テ

　
綴
シ
膝
當
テ
ハ
赤
ク
塗
せ
、
鐵
ノ
筋
金
ヲ
伏
せ
、
脇
楯

　
ハ
黒
膝
ニ
ノ
、
紫
糸
ラ
グ
綴
シ
、
金
ヲ
以
テ
蛇
ノ
目
ヲ

置
セ
タ
ン
、
差
物
ハ
紺
ノ
切
懸
也
、
内
ノ
者
共
ニ
ハ
三

審
々
皮
ノ
宇
折
ヲ
着
せ
ヶ
り
、
加
様
二
支
度
シ
タ
ソ
ケ

　
レ
共
、
御
弓
矢
思
ヒ
ノ
外
二
成
行
ハ
役
目
モ
不
レ
立
、
其

上
防
長
計
二
成
ヶ
レ
ハ
、
御
家
中
皆
十
分
一
、
昔
分
一

　
或
ハ
御
放
ノ
衆
モ
多
カ
ソ
ケ
リ
、
我
等
式
ニ
ハ
屋
敷
分

　
計
防
州
佐
波
郡
徳
地
ニ
テ
被
レ
下
ヶ
ル
、
三
代
相
恩
ノ
事

　
ナ
レ
の
、
千
石
万
石
共
存
也
、
然
闇
爾
以
忠
勤
怠
ル
事

　
無
ソ
ケ
川
、

勝
敗
の
打
鋒
を
謎
つ
た
結
果
ざ
は
い
へ
、
何
ん
だ
る
喜
劇

で
叉
悲
劇
で
あ
ら
う
Q
其
前
孚
の
記
事
に
微
笑
を
禁
じ
得

ぬ
惑
者
も
、
後
宇
に
至
っ
て
譜
代
の
恩
誼
を
思
ひ
、
あ
て

が
は
れ
た
小
玉
に
甘
ん
じ
て
、
而
か
も
千
石
油
石
こ
も
存

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
曲
る
職
國
武
士
の
爵
叙
傳
　
（
下
・

す
る
ざ
書
い
た
著
者
の
心
中
を
察
し
て
は
、
一
掬
同
情
の

涙
を
催
さ
漁
も
の
は
あ
る
ま
い
。

　
大
阪
陣
は
六
十
三
歳
の
條
に
見
え
て
居
る
が
、
四
時
著

者
は
隠
居
の
身
で
あ
っ
た
か
ら
其
記
事
は
傳
聞
の
肥
取
り

営
め
た
も
の
に
遇
ぎ
漁
。
只
四
十
六
歳
の
條
に
著
者
が
關

原
陣
を
叙
し
た
後
、

　
内
府
、
（
家
康
の
事
）
秀
頼
ヲ
左
右
ナ
ク
可
レ
押
事
モ
諸
大

　
名
西
爾
モ
心
ヲ
置
テ
不
　
相
成
一
、
秀
頼
ヲ
守
謹
ス
ル
フ
ソ

　
ニ
モ
テ
ナ
シ
プ
、
色
々
ノ
馳
走
顔
ヲ
シ
、
結
句
将
覧
・
ノ

　
　
　
　
　
　
　
タ
バ
カ
リ

　
響
二
取
り
、
種
々
議
テ
、
妻
入
年
丸
秘
コ
ソ
有
ヶ
レ
、

ご
書
い
て
居
る
の
を
始
め
こ
し
て
、
六
十
三
歳
の
條
に
は

家
康
父
子
が
大
阪
城
を
攻
め
あ
ぐ
ん
で
、
面
自
険
し
く
た

ば
か
り
、
　
一
旦
和
議
を
調
へ
て
引
き
な
が
む
、
傭
っ
て
二

三
の
九
を
崩
し
、
改
め
て
攻
め
寄
せ
た
こ
ご
を
叙
し
π
後

ち
、　

其
後
御
研
讐
軍
ハ
石
山
ヲ
責
落
シ
、
年
來
ノ
望
ヲ
達
シ

　
日
本
ヲ
掌
ノ
内
ニ
ノ
、
傍
二
人
無
力
如
也
、
一
家
ノ
入

　
　
　
　
　
　
鋪
三
號
　
　
　
　
一
七
　
（
三
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
る
戦
麟
武
士
の
宿
叙
傳
　
（
下
）

　
三
二
國
ヲ
斑
ハ
へ
又
｛
思
」
有
ッ
ル
嚇
輩
二
恩
賞
ヲ
行
、
エ
」
孫
一
長

　
久
ノ
伽
騨
樂
ミ
ト
ン
閣
棚
ヘ
ケ
川
、

こ
い
っ
た
著
者
の
思
想
は
家
康
の
大
阪
陣
が
、
豫
定
的
行

動
ε
し
て
一
般
に
頗
る
不
入
氣
で
め
っ
た
こ
ご
を
物
語
っ

て
居
る
。

　
　
　
　
交
憩
愛
の
愛
騰
序
し
て

　
二
十
四
歳
の
條
に
、
著
者
が
天
正
九
年
世
間
の
静
譲
を

機
と
し
て
伊
勢
灘
酒
を
試
み
た
記
事
が
見
え
る
の
は
當
時

の
交
蓮
史
料
で
め
る
ご
共
に
亦
信
仰
史
料
で
も
あ
る
。
然

る
に
私
は
本
書
の
此
記
事
を
見
る
ご
前
後
し
て
偶
然
に
も

略
同
時
代
の
地
方
武
士
が
同
一
の
目
的
を
以
て
上
方
の
族

行
を
試
み
た
紀
行
二
編
を
見
る
こ
ご
が
田
果
た
。
　
】
つ
は

伊
興
の
三
間
城
土
ご
し
て
勇
名
を
照
し
た
西
園
寺
家
の
家

臣
土
居
清
良
が
、
天
正
元
年
山
尚
古
参
詣
か
ら
伊
勢
〃
へ
廻
っ

た
時
の
紀
行
で
、
清
良
記
に
見
え
て
居
り
、
一
つ
は
同
じ
く

西
園
寺
家
の
支
流
同
國
板
島
九
串
城
主
西
園
寺
宣
久
が
伊

勢
墾
宮
の
時
海
陸
の
記
ビ
し
て
宇
和
難
寵
（
二
）
に
誉
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
八
（
三
　
二
）

れ
て
居
る
天
正
四
年
の
紀
行
で
あ
る
。
是
等
の
三
つ
の
紀

行
は
（
第
ご
清
良
記
を
別
こ
し
て
皆
考
訂
の
武
士
た
る
著

者
の
筆
す
さ
び
に
成
っ
た
物
で
あ
る
上
に
、
（
宣
久
の
は
扱

準
で
は
あ
る
が
）
（
第
二
）
年
代
も
除
b
に
隔
っ
て
居
ら
す
、

（
第
三
）
】
つ
は
安
藝
二
つ
は
伊
豫
か
ら
鹿
島
立
し
て
上

方
に
族
行
し
た
な
ざ
、
共
通
の
黙
も
あ
っ
て
、
彼
是
併
せ

考
へ
る
ご
研
究
上
得
る
こ
こ
ろ
が
少
く
な
い
。

　
先
づ
第
一
に
考
ふ
べ
き
こ
ご
は
、
蟹
行
の
動
機
で
あ
ら

う
。
宣
久
の
紀
行
は
抄
録
の
平
め
か
こ
れ
に
坐
し
た
記
事

が
見
越
ら
曳
け
れ
ざ
も
、
清
良
は
戦
…
場
の
露
ご
溝
え
た
父

の
佛
事
を
螢
む
爲
に
高
野
捌
髪
を
志
し
熊
野
か
ら
伊
勢
墾

宮
を
し
た
者
で
、
初
め
は
阿
波
の
三
好
長
治
ご
戦
ふ
つ
も

り
で
滋
後
堤
由
陣
し
た
が
、
長
治
の
上
洛
し
た
黒
め
に
其

儘
陣
地
か
ら
出
凝
し
て
居
る
。
玉
木
吉
保
は
前
に
も
説
い
‘

π
如
く
其
頃
先
が
熊
野
に
住
し
て
玉
置
大
明
紳
ご
い
は
れ

翌
旦
の
王
子
が
八
王
子
で
あ
る
ご
の
家
傳
に
基
い
て
、
熊

野
を
先
租
の
影
響
ご
冤
、
墾
詣
の
H
ム
ー
の
衰
屡
の
末
類
慰



凹
み
、
武
運
長
久
」
子
孫
繁
昌
、
富
貴
大
自
在
諸
人
愛
敬

を
得
ん
こ
ご
を
所
っ
て
居
る
。
高
野
詣
も
先
魍
の
位
牌
を

舞
ま
う
こ
す
る
の
が
、
［
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
事
は
言
ふ

迄
も
な
い
。
紳
宮
に
て
は
吉
海
を
奏
し
初
穗
を
捧
げ
た
こ

と
を
書
い
て
、
「
南
無
天
照
大
葉
は
伊
県
下
伊
弊
諾
尊
、
寳

肺
一
切
衆
生
ノ
父
母
ト
傳
承
ル
、
、
我
モ
子
ナ
レ
ハ
無
罪
ヲ

授
給
ヘ
ト
深
ク
所
念
シ
テ
下
向
シ
タ
ル
ヶ
ル
、
古
製
二
、
、
天

ノ
戸
ヲ
押
明
方
ノ
雲
間
ヨ
ソ
帥
代
ノ
月
ノ
影
ソ
残
レ
ル
ト

云
御
歌
ノ
心
ヲ
思
合
セ
テ
恭
テ
ソ
下
向
シ
タ
ソ
ヶ
〃
」
こ

い
ひ
天
照
大
融
を
倹
勢
家
伊
欝
冊
愈
ご
混
同
し
て
居
る
が

皇
室
の
御
難
帥
で
あ
る
ご
共
に
人
民
の
父
母
で
も
あ
ら
せ

ら
れ
る
ビ
の
信
念
は
報
時
の
来
宮
信
仰
に
於
て
溢
意
す
べ

き
事
で
あ
ら
う
。
清
良
も
土
居
氏
が
紀
伊
國
牟
婁
郡
の
土

居
を
本
居
こ
す
る
所
か
ら
、
代
々
熊
野
三
山
を
城
中
に
移

し
所
薦
山
伏
三
人
を
置
て
臼
墾
を
怠
ら
せ
な
か
つ
だ
程
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
て
、
清
良
の
熊
野
本
宮
に
詣
で
た
時
は
自
か
ら
當
所

彌
陀
如
來
の
愚
臣
こ
い
ひ
、
特
に
三
山
纏
現
の
冥
助
を
所

　
　
　
第
五
巻
　
，
研
　
究
　
　
肥
る
職
醐
武
士
の
自
叙
傳
　
（
下
）

つ
た
上
、
翌
春
の
奮
里
、
木
本
の
土
居
に
立
寄
り
、
帥
宮

へ
詣
で
、
居
る
が
、
高
野
へ
登
山
し
て
か
ら
、
彼
れ
は
六
親

を
始
め
三
代
以
來
討
死
の
被
害
者
の
爲
に
一
萬
本
の
佛
を

立
て
さ
せ
病
死
者
の
爲
に
も
二
千
本
の
供
養
を
し
て
居
る

　
吉
保
は
「
上
方
ハ
關
モ
無
何
ノ
障
モ
無
シ
」
ご
い
っ
て
、

姫
路
で
秀
吉
の
島
町
を
見
物
し
た
の
を
始
め
、
行
く
先
々

で
氣
樂
な
旋
行
を
績
け
て
居
る
様
、
職
國
の
世
こ
も
思
は

れ
ぬ
け
れ
ざ
も
各
地
到
る
慮
に
戦
孚
が
行
は
れ
て
、
交
通
．

の
杜
絶
さ
れ
勝
で
あ
っ
た
上
に
、
警
察
機
關
の
不
備
に
乗

じ
て
、
山
賊
海
賊
の
聡
警
し
た
當
時
の
難
行
は
決
し
て
容

易
の
も
の
で
な
か
っ
た
。
此
族
行
に
吉
保
は
同
行
二
三
入

ご
小
者
一
人
宛
を
具
し
て
順
禮
姿
に
出
で
立
つ
た
が
清
良

．
は
部
下
の
侍
二
十
七
騎
難
兵
百
六
十
人
一
行
中
の
櫻
井
武

藏
を
大
悪
に
仕
立
て
、
、
武
者
修
行
の
風
を
装
う
た
、
、
吉

保
は
往
路
は
陸
路
を
選
び
雑
慮
堺
か
ら
再
臨
し
て
居
る
が

水
陸
の
危
険
に
つ
い
て
は
何
事
も
語
α
て
居
ら
ぬ
け
れ
ご

も
．
清
良
は
來
島
飛
騨
守
か
ら
「
三
時
海
上
は
海
賊
多
し

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
｝
九
　
（
三
｝
三
）



　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
職
國
武
士
の
臼
叙
傳
　
（
下
）

て
、
こ
ビ
の
ほ
か
む
つ
か
し
く
候
」
こ
い
は
れ
て
海
賊
に

封
ず
る
種
々
の
注
意
を
受
け
、
船
五
艘
に
分
乗
し
て
豊
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
瀬
戸
を
漕
ぎ
出
し
だ
後
も
、
瀬
β
内
海
に
於
て
幾
度
か

海
賊
に
襲
は
れ
、
致
ハ
都
度
鐡
砲
に
て
打
撃
ひ
な
が
ら
大
阪

縛
法
へ
上
陸
し
て
居
る
。
轄
法
は
帥
ち
傳
法
口
で
あ
っ
て

一
般
に
は
豊
臣
氏
に
な
っ
て
開
か
れ
た
こ
い
は
れ
る
け
れ

ざ
も
實
は
同
氏
以
前
か
ら
の
大
阪
の
埠
頭
で
あ
っ
た
こ
ご

は
こ
れ
で
も
知
れ
る
。
宣
久
も
往
路
に
は
瀬
戸
内
海
の
港

泊
を
縫
う
て
航
海
を
績
け
た
が
備
後
の
靹
あ
た
り
で
は
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
カ

藝
の
警
固
船
五
十
艘
許
に
護
衛
さ
れ
、
播
磨
の
英
賀
に
上

陸
し
て
か
ら
も
小
寺
官
兵
衛
尉
に
志
方
迄
の
案
内
者
を
附

け
ら
れ
三
木
に
向
ふ
途
中
、
三
日
前
に
山
伏
が
山
賊
ご
戦

っ
て
相
果
て
た
六
軸
號
紳
ご
串
難
所
に
さ
し
か
、
つ
穴
。

是
等
は
何
れ
も
専
業
海
陸
の
運
行
に
危
害
の
俘
ふ
こ
ご
を

偲
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
吉
保
は
六
月
十
二
日
に
國
を
立
っ
て
、
十
八
日
に
姫
路

に
着
き
、
一
日
逗
留
し
て
秀
吉
の
出
陣
を
見
、
廿
四
同
に

　
　
　
　
　
　
第
三
、
號
　
　
　
　
二
〇
　
（
三
一
四
）

土
照
し
て
洛
中
洛
外
の
見
物
に
五
口
間
を
養
し
た
Q
清
良

は
河
内
金
剛
山
に
其
昔
「
日
本
を
引
覧
た
る
楠
」
の
跡
を
尋

ね
高
野
熊
野
を
経
て
伊
勢
に
心
悸
し
、
京
に
上
っ
て
獲
ら

す
見
物
し
紀
上
愛
宕
へ
登
親
し
て
居
る
。
宣
久
は
三
木
か

ら
生
瀬
に
鵠
で
、
池
田
、
難
題
、
山
崎
を
経
て
上
洛
し
諸
所

の
見
物
に
数
日
を
邊
つ
た
。

　
吉
保
は
京
都
か
ら
更
に
近
江
に
入
っ
て
安
土
城
を
槻
、
・

多
賀
大
明
紳
に
詣
で
、
鈴
鹿
越
を
し
て
七
月
三
日
に
山
田

に
珍
い
陀
。
安
土
由
は
信
長
に
築
城
の
意
圏
が
あ
る
ご
聞

え
た
頃
清
良
象
二
試
し
て
居
る
。
多
賀
赴
の
祭
紳
は
天
照

大
器
の
父
帥
に
ま
し
ま
す
ご
こ
ろ
か
ら
、
伊
勢
参
宮
者
の

墾
逸
す
る
習
で
あ
る
。
宣
久
も
京
都
か
ら
大
津
に
出
で
た

が
、
草
津
か
ら
石
部
、
水
口
、
土
山
、
猪
鼻
を
経
て
鈴
鷹

を
越
え
掠
原
（
椋
本
か
）
安
濃
津
、
田
九
等
の
各
地
を
経
て

由
田
に
着
い
て
居
る
。

　
山
田
で
は
吉
保
は
高
向
二
頭
太
夫
の
邸
を
宿
坊
ご
し
て

外
宮
内
宮
に
墾
識
し
た
が
、
紳
前
へ
は
多
く
の
人
数
を
伴



う
て
馬
を
う
た
せ
、
紳
樂
御
初
穗
を
奉
納
し
た
。
転
向
は

昔
か
ら
の
由
緒
あ
る
檀
那
丈
に
し
き
う
ご
馳
走
し
た
こ
の

事
で
あ
る
。
清
良
も
其
御
師
橋
村
織
部
太
夫
正
珍
が
彼
れ

の
墾
宮
と
聞
い
で
、
山
田
か
ら
五
里
三
里
づ
＼
迎
の
も
の

を
出
し
さ
ま
ぐ
の
待
ち
儲
け
を
し
た
。
宣
久
は
又
西
河

原
の
足
代
民
部
丞
の
許
に
適
い
た
後
、
曝
な
ご
し
て
旋
情

を
慰
め
て
居
た
や
う
で
あ
る
　
斯
る
御
師
の
心
づ
く
し
の

歓
待
が
、
次
に
説
く
高
野
の
聖
の
そ
れ
ご
共
に
、
民
間
多

数
の
参
拝
者
を
引
き
つ
け
る
魅
力
の
あ
っ
た
こ
ご
言
ふ
泡

も
あ
る
ま
い
。
猫
ほ
宣
久
は
墾
宮
し
て
天
岩
戸
を
奔
み
、

又
西
河
原
へ
露
っ
て
大
郷
樂
を
あ
げ
て
居
る
が
、
そ
れ
に

は
座
十
八
人
、
太
夫
十
三
人
都
合
三
十
一
入
で
行
ば
れ
た

や
う
に
書
い
て
居
る
。

　
墾
宮
を
濟
ま
せ
た
吉
保
は
更
に
熊
野
に
向
つ
た
が
、
其

問
澁
蓮
と
な
っ
た
溢
考
の
総
数
三
百
除
人
に
上
っ
た
こ
い

ふ
に
つ
け
て
も
．
戦
國
の
民
聞
信
仰
を
ト
す
る
こ
ご
が
禺

來
や
う
、
）
七
月
十
口
に
新
路
へ
着
き
、
那
智
か
ら
本
宮
へ

　
　
　
躯
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
滞
る
臓
國
武
ま
の
白
叙
傳
　
（
、
）

ざ
歩
を
運
ん
だ
が
凸
十
四
日
に
は
更
に
高
野
へ
登
っ
て
先
、

づ
奥
院
に
詣
で
、
．
大
師
の
廟
を
惜
し
た
Q
大
師
の
入
定
に

つ
い
て
彼
れ
は
、
「
御
入
定
ノ
意
趣
ハ
不
生
不
滅
不
垢
不
津

　
（
曾
」
）

、
不
語
不
減
ト
云
御
心
中
や
覧
、
御
密
宗
ノ
上
難
知
御
事
下

畑
」
ご
串
し
て
居
る
。
こ
、
で
は
彼
れ
は
昔
な
が
ら
の
大

檀
那
ご
し
て
先
租
の
位
牌
を
行
じ
て
居
る
實
相
院
．
の
癩
坊

を
宿
坊
ご
し
た
が
志
納
金
の
甲
斐
あ
っ
て
聖
の
獣
喜
斜
な

ら
す
、
十
六
日
彼
れ
が
下
山
の
も
折
も
管
見
逡
り
に
下
っ

た
こ
の
事
で
あ
る
。
清
良
は
路
程
を
そ
れ
ピ
逆
に
取
っ
て

高
野
か
ら
熊
野
、
山
田
へ
費
つ
た
、
高
野
で
は
小
田
原
上
．

臨
急
に
着
い
た
が
、
是
魚
住
持
薬
算
の
紹
介
で
、
兵
法
者

上
原
柳
身
に
遭
ひ
、
上
原
は
清
良
の
家
臣
水
守
治
部
ご
劒

法
の
仕
合
に
打
負
か
さ
れ
た
挿
話
が
あ
る
。

　
吉
保
は
其
後
高
野
か
ら
和
泉
の
堺
に
串
で
、
船
に
乗
ウ

往
復
に
約
四
十
六
日
を
費
し
て
七
月
二
十
入
H
に
蹄
幽
し

て
居
る
が
、
清
良
は
山
田
か
ら
安
濃
町
、
安
土
、
京
都
を

纏
て
大
阪
に
出
で
、
数
臼
の
滞
在
に
良
馬
を
購
ひ
、
や
が

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
　
（
一
三
五
）
．



　
　
　
第
王
巻
　
　
研
　
究

て
乗
船
し
て
露
城
し
た
Q
宣
久
は
伊
勢
か
ら
伊
賀
越
を
し

て
大
和
に
入
b
、
初
瀬
よ
り
奈
良
に
入
り
、
八
幡
、
天
帥

馬
場
、
大
田
、
生
瀬
の
各
地
を
経
て
湯
山
に
出
で
数
日
逗

留
し
て
後
、
も
ご
來
た
滋
を
辿
っ
て
麟
途
に
就
き
英
賀
か

ら
藁
燃
し
て
蹄
國
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
爾
ほ
身
自
学
に
櫨
…
つ
て
朝
鮮
こ
の
交
通

二
丁
捌
炭
崩
礫
の
二
例
こ
し
て
の
越
前
國
湾
口
埠
江
庄
の
研
究

　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
　
ニ
ニ
　
（
三
一
六
）

路
を
附
け
加
へ
、
更
に
撹
礁
史
料
及
び
寒
詣
史
料
ご
し

て
の
同
書
を
紹
介
し
た
後
、
近
世
の
初
期
に
入
っ
て
戦

績
あ
る
故
老
の
聞
に
自
叙
傳
流
行
の
風
の
あ
っ
た
事
實

を
急
げ
て
そ
れ
ら
の
二
三
の
も
の
こ
比
較
し
て
見
る
豫

定
で
あ
っ
た
が
、
除
り
に
多
く
の
紙
面
を
ふ
さ
い
だ
か

ら
姑
く
こ
、
に
筆
を
お
く
こ
ご
、
す
る
。

庄
園
制
・
度
雲
壌
の
一
例
ぐ
」
し

越
前
國
河
ロ
野
江
庄
の
研
究

て
の

（
上
）牧

　
野
　
信
之
　
助

　
地
・
方
史
を
取
扱
ふ
上
に
於
て
普
漣
に
中
世
ご
云
は
れ
る

時
代
は
一
面
之
を
庄
園
時
代
ご
欝
す
べ
き
理
由
を
有
っ
て

み
る
◎
庄
園
の
起
源
は
別
段
穿
難
ず
る
ま
で
も
な
く
饒
に

奈
良
朝
に
は
充
分
に
そ
の
三
具
の
躍
を
見
る
べ
き
で
あ
り

そ
の
結
末
に
至
っ
て
は
先
づ
安
士
か
ら
桃
由
時
代
に
導
く

こ
ご
が
至
啓
田
で
あ
る
ビ
考
へ
る
。

　
此
の
九
世
紀
に
亘
る
長
時
期
の
間
殊
に
大
化
以
降
奈
良

朝
か
ら
李
．
密
告
の
初
期
に
か
け
て
二
世
紀
の
間
律
令
・
の
公

布
は
表
面
頗
る
精
密
に
亘
っ
た
こ
ご
で
あ
る
が
若
し
そ
れ

が
誓
文
の
示
す
如
く
土
筆
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
庄
園
の
出
現
’


